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1，はじめに

　PCCS （Practical　Golor　Co−ordinate 　System ： Eヨ本
色研配色体系）のね らいはカ ラ

ーノト モ ニ
ー

に寄与す

る色の共通要素をすべ て組み入れ、それ を シ ス テ マ テ

ィ ッ クに構成する こ とにあ っ た 。 そのため、色の三属

性に従 っ て 三 次元 空間 に色 を配列構成すると同時に 、

三 属性による色立体の上に、色の 共通要素として の ト

ー
ン 系列をいかに組み入れるか が考え られた 。

　そ して、PCCS 研究の成果の
一

つ として、ハーモ ニ

ッ クカ ラ ー
チ ャ

ー
トが公刊された。これは PCCS の骨

組み を示 した色票篥であり、 トーンを基 に構成されて

い る 。一方、PCCS 研究に つ い ては開発者 らの
一

連の

研究報告が公表され て いる （文献 ］〜 1D 。

　この小論で は、これ らの研究報告をたど りながら、

PCGS 開発時の 構想が色票集として どの様に実現され

たかに つ い て検証する。具体的に は、色相
・
明度 ・彩

度分割の 特徴と トー
ン系列の 性質に つ い て 、CIELAB

を用 い て検討 し、その 結果を述べ る 。

2．PCCS の基準値

　 PCCS 色票 集 は何 回か改定され て い る が、現 在は

「PCCS ハ ーモ ニ ッ クカラ
ー

チ ャ
ー

ト201 」が最新の

ものである 。 この色票集には、各色相の各 トーン範囲

を代表す る色と して有彩色 192 色、無彩色 9色およ

びそ の 基準値が示 され て いる （文献 12 ）。こ こ では、

この基 準値 を CIEXYZ およ びCIELAB の値に変換 して

種々の検討を行 っ た 。

3 ．色椙の分割

　色相の分割は、まず最初に色相環の 4等分点にあた

る色相 （黄の代表色相とその心理補色のバイオ レ ッ ト、

および赤の代表色相とその心理補色の 青緑）の位置を

先 に定め、つ ぎに等歩度になるように緑、青とそれら
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の 心理補色および中間色相を加えて 12色相を得、さ

らにそれぞれを内挿 して 24 色相、48 色相と 細 分す

る方法をと っ ている （文献5）。

　図 ｝に POCSv トー
ン代表 色の CIEa ’ b ＊色相角 hab、．

比較の ため に図 2に マ ン セル V＝6 ，C ＝12 の色の hab

を示 した 。 図 1および図2か ら、いずれも色相分割が

不規則であ る こ とがわかる 。 PCCS の 色相は 2　R〜

10YG （とくに8 ：Y の周辺）、］7 ：B〜23 、rP領域 で 他

の領域よりも色相分割が細かくな っ ている。また、た

とえば81Yと20 ：V、2・Rと ］4 ：BG など心理補色の関係

にあ る色 が対 向す る 位置 に な い 。マ ン セル 系で は、

5YR〜5GY （とくに 5Yの周辺）、5G と5BG の問およ

び ］OPBと5Pの間で色相間隔がせばま っ て い る 。

4，明度および彩度の分割

　物体色で 表現 し得る最も高明度
’
の 色は マ ン セ ル

V ＝ 9．5にあたり、最 も暗い黒は マ ン セルV・　 1．0 にあ

たると し、この両者を両極とした知覚的に等歩度な明

度段階を検討 した 結果 、PCCS の明度の決定はマ ンセ

ル系にならうこ とにな っ た （文献 6 ）。

　PCCS の特徴は彩度段階の設定方法にある 。 マ ン セ

ル系では弁別閾に基づ く内より外へ の構成法で 、色相

に よ っ て 最 高彩度 に大きな相違がある 。

一方、PCCS

ではあざや かさ感を指標とした外よ り内へ の 構成法で 、

純色 に代用される色を基点として無彩色との間で彩度

を分割する方法をと っ て い る 。

　彩度の 設定は以下の ように して行 われた。まず、塗

料によ っ て出 し得るなる べ く高彩度の領域の中で、各

色相ともあざやか さ 感が等 しく感 じられる色系列を作

り、これを色相標準色と した。こ れ らは純色に代用さ

れ る色である。つ ぎに明度 6 において 、各色相のなる

べ く高彩度位置で あざやかさの等 しい 色をえ ら び 8s

とし、無彩 色の Osとの 間を分割 して等明度での各 色
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図 l　 PCCS の 色相分割

　　 ： v ト
ー

ン 代表色の色相角 （hab）

相の 彩度段階を作り、彩度分割の 目標値と した。さら

にそれ を各色相の各明度レベ ルでの彩度分割にも適用

した （文献 6 ）。 なお、 ト
ー

ン 系列の設定 にお い ては

彩度分割の
一方の基点を、V トーン代表色の 9Sと して

い るが （文献 9）、8sと 9sとの関係に つ いては明確に

説明されて いない 。

　図3 は CIE ］976 明度 L’一ク ロ マ ひ 面上 に PCOS 色

相 （2 ；R、8Y 、14BG 、20 ：V）の 等彩度系列 （9s、

8s、5s、2s）の位置 を示したも の で あ る。比較のた

めに図4 にそれ らに対応するマ ン セル色相および彩度

の色系列を示 した 。 ただし、いずれも OIE色 相角 hab

の変動は無視した。また、図5および図 6 にそ れ ら二

つ の系列 の彩 度値 とCIEク ロ マ C “
と の 関係を示 した。

　図3、図4 、図5および 図6か ら、同
一色相での等

歩度性 に つ いては、PCCS の彩度ス テ ッ プはマ ン セル

系に 比 べ て 低彩度方 向にやや間隔が小さい傾向にある

ことがわ かる。色相間の比較で は 、い すれも同じ彩度

でも色相に よっ て 異なる C ’

値を示すが、PCCS 彩度の

方がその差異 が大きい 。 なお、図 5か ら PCCS 彩度の

9s は8s以下を外挿した と こ ろ に位置 してい ることが

わかる。

5 ．ト
ー

ン 系列の
1

陛質

　 卜
一

ンが同 じ色系列は何 らか の 点で 共通 点をも っ て

いるはず とされて い る 。 著者 ら は 、同
一

ト
ー

ン系列の

色と種々の色体系における特性、すなわち、×YZ 系に

おける相対明度、オス トワル ト系における ア イソ バ レ

ン ト系列、NCS の ニ ュ ア ン ス、との 関係に つ い て検

討し、それらがい ずれも共通点にな D得ない こ とを示

した （文献 ］3）。

　と こ ろ が、PCCS で はあざやかさ感を指標とした彩

［ ＝ ：二 ：一 コ 297
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図2　マ ン セ ル 系の 色相分割

　　 ；v＝6，　C雲1　2の 色 の色相角 〔hab）

度が
一

つ の共通要素である 。 すなわち、各 トーン系列

は、V ト
ー

ン系列の 9Sをは じめとして 、同 じ ト
ー

ン で

あ れ ば色相に よらず彩度が
一定に設定されているから

である。一方、v トーン系列の 明度は、色相が黄方向

に移行するにつ れ て高くな り、青紫方向に移行 するに

つ れ て 低くな る （文献 9 の図 1参照）。 PCCS で は b ト

ーン以下他の ト
ー

ン系列で も明度は こ れ と同じ様相で

変化するはずであると して 、各 卜
一

ン系列での各色相

の 明度位置 を定めた。すなわち、各 トーン 系列を彩度

に対応 した半径の 円筒断面上にならべ 、v トーン系列

を基準に して各色相の 明度位置を定めた （文献9の図

2参照）。V ト
ー

ン系列の 明度 が色相 によ っ て異なる か

ら、それ にともな っ て他の トーン系列で もその明度は

色相によ っ て 値が異なる。しか し、著者らは ，PCCS

等色相面 にお い て 、明度もまた相対的に は トーン こ と

に ほぼ
一

定の値をとる こ とを示 した （文献 13）。

　 図 3 （再掲）には CIE1976 明度い 一クE］マ C ’
面上

の各色相 ・各 卜一ン代表色の 位置が示され て いる。色

相によ っ て v ト
ー

ン代表色の位置が異なり、連動 して

他の トーン代表色の位置が少 しず つ ずれていることが

わかる。

　 そこで、文献 13 と同様の 方法で 、（］）式によ っ て

各色相面に座標変換を施 し、それ によ っ て正規化した

各 ト
ー

ン代表色の い 値およびひ 値を求めた 。 図7 に

座標変換の模式図 を示す。

　 　 SIN＝＝ ksN・SnN

　　 LIN＝kLk・・SON十 Lo，　　　　　　　　　　（1）

なお、S・， 、　 Lc・は各色相の各 ト
ー

ン 代表色の彩度およ

び明度 で、S1、、　 L1，は変換によっ て 正規化 した彩度お

よび明度で あ る。こ こ で 、k。u およびk、N は色相こ と の

係数で あり、（2）式で算出した。
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　　 ：各色相面 で の ト
ー

ン 代表色の 位置
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なお 、Sa，、　 L。，は各色相の v トーン の彩度お よび明度、

Si・、　 Ll，，・は座標変換での設定値で ある。図8にv ト
ー

ン

代表色の L＊ 値を 55 、ひ 値を lOO に 設定 し て座標 変

換した結果を示す 。

　図 8 によれ ば各 ト
ー

ン 系列の色 は トーン こ とに一定

範囲 に位置して 重な り合うこ とがない 。 PCCS の同
一

トーン系列の色は、レ ーC ＊

面上で も、各等色相面に

お い て臼、黒およ びv トーン代表色に対する相対位置

の等 しい色で あるこ とが示され て いる。

’

図4 　い 一ぴ 面上の マ ン セル等彩度系列
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ー

ン 代表色の 相対的な位置関係

　　　；座標変換に よ っ て 正規化した い お よ びぴ 値

6．おわ りに

　PCCS 色票集の特徴は ト
ー

ンを基 に構成されている

こ とにある。そして 同一 トーン系列の色は、各等色相

面にお い て 白、黒 およびv ト
ー

ン代表色に対する相対

的な位置関係の 等 しい色である 。 したが っ て、v トー

ン代表色の設定が色票集の構成上 、ぎわめ て 重要な意

味をも つ こ と に な る 。そ し て 、PCCS のよ うに彩度設

定を外から内へ 構成する場合は、彩度分割の基点 に何

をも っ て くるかが問題である 。 完全色を用いれば色体

系上の定義は明確だ が、色票として実現で きな い か ら

知覚的な判断ができない 。 色材によ っ て 実現 し得るな

るべ く高彩度の色とすると、色体系上の位置付けがあ

い ま い で 、技術の進歩などによる色域の変動が避け ら

れない。PCCS 色票集は こ うした悩みを内包 して い る

と思われる 。

　 こ こ で は直ち にそれ に対する 回答を示 し得 な い が、

この実用性に優れた色票集をさ らに充実させ るために、

つ ぎのよ うな課題、すなわち 、

　 1）v 卜
一ン 系列の新た な定義付け、

　2）v ト
ー

ン 系列の 彩度および明度の 再検討

を提起することによ っ て、PCCS リノテ
ー

シ ョ ン へ の

一
歩が始まる こ とを期待したい 。
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